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空間的に分布 した振動子系のモデルとして､周期的な強制外力下の反応拡散系
空立道 =F(a(r,i);i)'bv才(P,i)dt (1)
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図 1はパ ラメータαのある値に対 して､ある初期値に対 して､十分時間が経 った後の




性はなさそうである｡ このパターンは時間周期 4で繰 り返す｡この初期値 とわずか しか違わ
ない初期値に対 して十分時間の経っ･た後のパターンは､やはり時間的には周期 4で空間的に
不規則であるが､図 1とは大 きく異なるo一般に任意の初期条件に対 して最終的に時間的
には周期 4の周期状態に落ち込むが､空間的パター ンは初期条件 ごとに異なった不類柑tJな
パターンをとる｡ つまり､時間的には周期4で空間的には不規則なパターンが非常に多数個
(exp(cL)程度､Lは系の大きさ､ C は正の定数)存在 しており､初期条件のわずかな違いで
ア トラクターが異なる (初期値敏感性).
図2は4つの異なる初期値に対する系全体の､(時間的)局所拡大率の時間変化であ
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≪図 2≫
た ｡ 分布は系の大きさに依 らず一山構造を持っ｡最大値を与える時間 t'は系の大きさLを
大きくするとLに比例して増大する｡図3に示すように､異なる系の大きさに対 して分布関
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ラス トレー トした相互作用を与えることによりガラス的振舞い (OscilatorGlass)
が兄い出されることを報告 している｡ OGの乱雑性の原因が不規則な相互作用にあるのに比
べ (従 って､OGはスピングラスに似ている)､本講演のガラス的状態 (空間構造の不規則
性)は結合振動子系に特徴的なものではあるが､その原因は相互作用の空間的な乱雑性では
なく､空間的に均質な力学方程式 (3)に内在 した運動形態である. この意味で､Dynamical
Glassは OsciuatorGlassとは異なるものであり､スピングラスより過冷却液体の構造的
ガラス状態に類似 していると考えられる｡
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